
 

発     言     通     告     書 

    令和 7年 2月 26日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 長 野 昌 子 

次のとおり通告します。    

発言順位 ２ 受領日時 2月 26日 午前 11時 55分 3 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 40 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 第 7 次松山市総合計画について 第 7次松山市総合計画の策定状況と策定後の進め方について 

   

2 令和 7年度当初予算の財政指標に （１）経常的経費の伸び率の上昇要因と今後の見通し、財政健全化の 

 ついて  取組について 

  （２）市債依存度の減少理由と今後の市債の活用について 

   

3 防災対策について （１）インフラ老朽化対策について 

   ①本市の下水道管渠の現況と過去の道路陥没について及び緊急点 

    検を 48か所で行った理由について 

   ②道路陥没が起きないように日常的に行っている上水道管の維持管 

    理について 

   ③上下水道管の管理の在り方について 

  （２）避難所の環境改善について 

   ①スフィア基準に基づくトイレや入浴施設に対する本市の考え方及び 

    一人当たりのスペースを確保する取組について 

   ②キッチンカーの手配など食事の質の確保について 

  （３）受援計画に沿った迅速な対応について 

  （４）公立小・中学校の体育館にエアコンを設置することについて 

     

4 本市の競輪事業について （１）本市の競輪事業のこれまでの経緯と過去の一般会計への繰出金 

   の状況、今年度の収支状況について 

  （２）市民に親しまれる施設の多目的利用について 

  （３）オールスター競輪の誘致について 

   

5 雇用環境の整備について （１）賃上げ応援奨励金について 

   ①物価高騰対策とした理由と算出根拠について 

   ②スケジュールについて 
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 3 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

   ③対象業種と周知方法について 

   ④予算額に達した場合の対策について 

  （２）中小企業振興計画について 

   ①松山市中小企業振興計画 1期目との変化について 

   ②新たな取組と重点的な取組について 

  （３）デジタル人材育成事業について 

   ①資格受験に失敗した場合の補助について 

   ②資格を生かした就職への伴走支援について 

  （４）デジタル人材定着支援事業における補助額について 

     

6 福祉、高齢者施策について （１）認知症施策推進計画について 

   ①本市の認知症施策推進計画にどのような思いが盛り込まれている 

    のか。 

   ②「新しい認知症観」に基づいた支援を実現するための取組につい 

    て 

  （２）高齢者補聴器購入費助成事業について 

   ①今後のスケジュールと周知について 

   ②対象機器について 

  （３）訪問介護や訪問看護の現場でのカスタマーハラスメントへの対策 

   について 

   ①経営基盤の脆弱な事業者の財政負担を軽減するため、録音・録画 

    機器の購入費の支援が必要ではないか。 

   ②カスハラについて理解してもらうため、本市が発行している介護保 

    険活用ガイドにカスハラについて掲載してはどうか。 

     

7 こども施策について （１）校内サポートルーム設置事業について 

   ①現在設置されている 2校のサポートルームの現状と成果について 

   ②校内サポートルームを設置する基準と設置までのスケジュールに 

    ついて 

   ③校内サポートルームを小学校に設置する考えはあるか。 

   ④サポートルーム設置にあたり教員の加配や支援員の活用、教室の 

    確保について 

   ⑤予算の内訳について 
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 3 枚中 3 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

   ⑥不登校支援の選択肢の一つとして学びの多様化学校の設置を検 

    討してはどうか。 

  （２）児童育成支援拠点事業について 

   ①事業の対象となる養育環境等に課題を抱えるこどもとどのようにし 

    てつながるのか。 

   ②事業内容と具体的な支援について 

  （３）誰もが安心して搾乳できる環境づくりについて 

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

   

 


